
■自己点検スイッチによる点検方法

自己点検スイッチによる点検方法について

■点検結果の確認方法

内蔵蓄電池を適正にご使用いただくためには、定期的に十分な放電が必要です。
誘導灯は、消防法により、6ヶ月に1回の点検が義務付けられていますので必ず実施して
ください。
ここでは、誘導灯照明器具：OR 037 064を代表例として、点検方法を説明します。
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点検後、点滅していたら蓄電池の交換時期です。
販売店へご連絡ください。

自己点検終了後、充電モニタ―で点検結果をご確認できます。

①48時間以上連続充電させる
②器具本体の自己点検スイッチを
2秒以上長押しする

③規定時間*経過したら充電モニタ
―で結果を確認する

※48時間以内に3秒以上の非常点灯をしている場合
自己点検が開始されません

器具に搭載している自己点検スイッチを押すと自動点検が開始され、規定時間非常点灯
し蓄電池が規定の性能を満たしているか確認できます。

※規定時間は誘導灯の場合20分、階段通路誘導灯の
場合30分です


